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要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
「
木
彫
フ
ォ
ー

ク
ア
ー
ト
お
お
や
」
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
芸
術
資
源
の
集
積
し
て
い
る
大
屋

地
域
に
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出

を
狙
い
と
し
て
「
お
お
や
ア
ー
ト
村
」

構
想
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
旧
八
鹿
高
等
学
校
大
屋
校

が
平
成
　
年
３
月
で
廃
校
と
な
っ
て
い

２２

る
こ
と
か
ら
、
旧
施
設
を
若
手
芸
術
家

の
創
作
活
動
の
場
と
し
て
提
供
す
る
と

同
時
に
、
芸
術
を
身
近
な
も
の
と
し
て

体
験
で
き
る
場
と
し
て
の
活
用
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
進
め
ま
す
。
平
成
　
年
２３

度
に
は
、
芸
術
拠
点
施
設
整
備
と
し
て

木
造
校
舎
、
体
育
館
及
び
部
室
の
改
修

と
備
品
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
は
さ
ま
じ
峠
に
位
置
す
る
旧
畜
産
試

験
場
但
馬
分
場
跡
地
に
「
は
さ
ま
じ
里

山
の
森
公
園
」
と
し
て
公
園
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
は
、
多
目

２２

的
広
場
１
面
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

１
面
が
完
成
し
て
お
り
、
昨
年
　
月
に

１１

は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
多
く
の
愛

好
者
で
賑
わ
い
、
施
設
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
は
、
活
動
の
拠
点
と
な

２３

る
「
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
）」の
建
設
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
約
　
年
前
の
木
造
建
築
物
で
あ

５０

る
旧
西
谷
小
学
校
若
杉
分
校
を
移
築
し

て
活
用
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
第
２

面
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
工

事
を
行
い
、
芝
生
の
植
栽
は
都
市
住
民

と
の
交
流
事
業
と
し
て
実
施
し
、
交
流

人
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
全
事
業
の
早

期
完
成
を
目
指
し
、
は
さ
ま
じ
峠
一
帯

の
活
力
を
取
り
戻
し
、
賑
わ
い
と
交
流

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
氷
ノ
山
国
際
ス
キ
ー
場
で
は
、

昨
年
度
か
ら
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
活
用
方

策
と
し
ま
し
て
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大

会
を
実
施
し
、
四
季
を
通
し
て
の
来
場

者
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
氷
ノ
山
山
麓
一
帯
は
、
冬
季
は

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
、
他
の
時

期
は
林
間
学
校
等
に
活
用
さ
れ
多
く
の

人
た
ち
で
賑
う
地
域
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
関
西
の
山
岳
観
光
地
に
ふ
さ
わ

し
い
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
交
通
路
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
当
地

域
に
通
じ
る
市
道
葛
畑
大
久
保
線
の
未

改
良
区
間
１
，
４
０
０
㍍
を
整
備
す
る

こ
と
と
し
、
本
年
度
は
測
量
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
在
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
北
近
畿
豊
岡
自
動
車

道
和
田
山
･
八
鹿
道
路
が
、
平
成
　
年
２３

度
末
に
供
用
開
始
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
但
馬
の
玄
関
口
と
し
て
、

朝
来
市
和
田
山
町
が
京
阪
神
間
に
通
じ

る
最
短
の
時
間
距
離
道
路
の
乗
り
入
れ

口
で
し
た
が
、
こ
の
平
成
　
年
度
末
に

２３

八
鹿
町
高
柳
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

供
用
開
始
に
な
り
ま
す
と
、
但
馬
地
域

内
の
中
心
部
に
高
速
道
路
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
、
実
質
的
な
但
馬
の
夜
明
け

を
も
た
ら
す
高
速
交
通
網
の
整
備
と
な

り
ま
す
。
こ
の
絶
好
の
機
会
を
逃
す
こ

と
な
く
、
他
の
自
治
体
に
呼
び
か
け
但

馬
の
良
さ
、
養
父
市
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
埋
も
れ

て
い
る
数
多
く
の
資
源
に
光
を
当
て
、

新
た
な
産
業
の
創
出
や
観
光
ル
ー
ト
の

設
定
に
向
け
た
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

養
父
市
商
工
会
、
や
ぶ
市
観
光
協
会
、

養
父
市
体
育
協
会
を
中
心
と
し
た
市
民

団
体
と
協
働
し
て
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
養
父
市
固
有
の
貴
重
な

財
産
で
あ
り
ま
す
３
階
建
養
蚕
農
家
群

を
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
指
定
に
、

ま
た
明
延
鉱
山
に
代
表
さ
れ
る
鉱
山
遺

跡
群
を
国
の
重
要
文
化
的
景
観
選
定
に

向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

兵
庫
県
、
朝
来
市
と
連
携
し
て
、
明
延
・

神
子
畑
・
生
野
を
エ
リ
ア
と
す
る
「
鉱

石
の
道
」
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

将
来
的
に
は
こ
れ
ら
鉱
山
遺
跡
の
世
界

文
化
遺
産
登
録
を
目
標
に
準
備
を
行
い

ま
す
。

アート村の活動拠点となる「旧八鹿高等学校大屋校」

昨年１１月にプレオープンした「はさまじ里山の森公園」
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３
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
養
父
市
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
「
居
住
」
の
ま
ち
を
目
指

す
た
め
に
は
、
市
民
が
「
安
全
･
安
心
」

を
実
感
で
き
る
こ
と
で
す
。 市
民
の
多

く
は
医
療
の
充
実
に
安
心
感
を
求
め
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
公
立
八
鹿
病
院

の
医
師
確
保
対
策
に
努
め
ま
す
。

　
ま
ず
、
医
師
確
保
対
策
事
業
と
し
て
、

医
学
生
へ
の
奨
学
一
時
金
助
成
制
度
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
八
鹿
病
院
が
行
っ

て
い
ま
す
奨
学
金
制
度
と
は
別
に
、
卒

業
後
八
鹿
病
院
で
一
定
期
間
の
医
療
活

動
を
行
う
こ
と
を
条
件
に
、
一
人
当
た

り
１
０
，
０
０
０
千
円
を
限
度
と
し
、

医
学
部
入
学
時
に
助
成
を
行
う
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
は
２
名

２３

分
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
鹿
病
院
に
勤
務
す
る
女
性

医
師
が
子
育
て
し
な
が
ら
病
院
勤
務
で

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
病
児
保
育
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
将
来
、
地
域
に
根
ざ
す
医
師
を
志
す

若
者
を
育
成
す
る
た
め
、
高
校
生
に
対

し
、
公
立
八
鹿
病
院
の
見
学
、
医
師
の

講
演
等
を
実
施
す
る
な
ど
き
め
細
か
な

対
応
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
安
心
感
に
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
子
供
を
生
み
育

て
ら
れ
る
環
境
が
整
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
環
境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、

一
つ
に
は
子
供
た
ち
の
健
康
を
守
る
取

り
組
み
と
し
ま
し
て
、
昨
年
度
か
ら
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
新
年
度
か
ら
接
種
対
象
範
囲

を
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
４
歳
ま
で
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
高
校
１
年
生
ま
で

引
き
上
げ
、
接
種
費
用
を
無
料
と
し
ま

す
。

　
ま
た
、
新
た
に
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
助
成
を
追
加
し
、
接
種

費
用
の
負
担
を
無
料
と
い
た
し
ま
す
。

　
小
児
用
肺
炎
球
菌
は
肺
炎
の
原
因
と

な
る
細
菌
で
す
。
乳
児
で
は
肺
炎
だ
け

で
な
く
髄
膜
炎
、
急
性
中
耳
炎
、
菌
血

症
な
ど
、
重
症
な
細
菌
感
染
の
原
因
と

な
り
ま
す
が
、
乳
幼
児
期
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
り
感
染
予
防
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
二
つ
目
に
は
、
気
が
か
り
な
子
ど
も

を
見
守
り
支
援
を
行
う
た
め
、
要
支
援

児
を
適
切
な
時
期
に
発
見
し
、
早
期
支

援
に
結
び
つ
け
将
来
的
な
心
身
症
や
学

校
不
適
応
等
の
２
次
障
害
を
予
防
す
る

た
め
、
臨
床
心
理
士
１
名
を
配
置
し
、

保
育
所
、
学
校
、
乳
幼
児
健
診
等
で
相

談
支
援
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
エ
ス

ポ
ワ
ー
ル
こ
じ
か
の
臨
床
心
理
士
と
も

連
携
し
な
が
ら
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
第

４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
八

鹿
・
養
父
地
区
の
２
カ
所
で
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
整
備
を
行

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
認
知
症

高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
「
通

い
」「
訪
問
」
「
泊
ま
り
」
の
連
続
性
の

あ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
同
じ
ス
タ
ッ
フ

に
よ
り
受
け
ら
れ
る
体
制
が
整
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
市

民
の
足
の
確
保
が
生
活
維
持
に
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
過
疎
化

で
公
共
バ
ス
路
線
が
減
便
･
撤
退
し
新

た
な
社
会
的
弱
者
が
生
み
出
さ
れ
る
状

況
を
改
善
す
る
た
め
、
既
存
の
バ
ス
路

線
の
維
持
確
保
に
努
め
る
一
方
、
新
た

な
発
想
で
移
動
手
段
の
創
出
を
目
指
す

「
交
通
サ
バ
イ
バ
ル
戦
略
計
画
」
を
策

定
す
る
な
ど
将
来
に
向
け
た
交
通
確
保

手
段
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

４
、
意
欲
を
持
っ
て
働
き
、
未
来
を
拓

く
ま
ち

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
そ
れ
を
支
え
る
経
済
活
動
が
必
要

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
経
済
が
動
く
こ

と
に
よ
り
地
域
が
活
性
化
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
養
父
市
の
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に
、
新
た
な
も
の
を
創
出
す
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
地
域
固
有
の

特
徴
あ
る
も
の
に
光
を
当
て
磨
く
こ
と

も
肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

よいこ交通安全教室

保健師による健康チェック（みんなで元気フェスタ）


